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最高100Mb／sという高速広帯域の

サービスが一般的であるが、

FastWebではインターネット接続サ

ービスは一つのアプリケーションで

あり、サービスバンドルを前提にそ

れに必要な帯域として１ユーザーあ

たり10Mb／sを割り当てている。利

用形態により定額や従量の料金の組

み合わせでいくつかのバリエーショ

ンが用意されており、月額１万円を

超える高いARPUを実現している。

イタリアと日本ではブロードバン

ドの利用、普及状況に違いがあるの

で一概には比較できないが、日本の

現状をみると 1ユーザーあたり

10Mb／ sの帯域ではもはや戦えな

いほどであるが、FastWebでは数

字的なスペックではなく、サービス

の内容や先進性、割安感などでうま

く訴求力を出している。

以上述べてきたように、ここで着目

するトータルサービスとは、インター

ネット上でパソコン向けに提供される

コミュニケーションサービスや映像コ

ンテンツ配信サービスなどのインタ

ーネットアプリケーションの集合体

ではなく、今実際に広く利用、普及

昨年実際に現地で話を聞いてきた。

サービスは、電話、TV、インター

ネットの３つ（トリプルプレーサー

ビス）が提供される。

このサービスの注目すべきとこ

ろ、トータルサービスといえるポイ

ントは大きく２つある。一つは、い

わゆるネイティブなサービスが提供

されていること。ネイティブサービ

スとは、現在広く一般に（IPベー

スではない方法で）提供されている

もので、ここでは通常の電話サービ

スと内容や番号、端末、もちろん使

い勝手がほとんど同じものが IPベ

ースで提供されていることと、通常

の地上波放送や衛星放送で提供され

ているものと同じサービスが光ファ

イバ、IP技術によって実現され、

これまでと同じ家庭のテレビに提供

されているということを指す。もう

一つのポイントは、これらのサービ

スをバンドルして1サービスとして

提供していること。このサービスを

実現している光、IPネットワーク

は、はじめからこのようなサービス

形態を想定して設計されている。日

本では価格やスペックの競争により、

インターネット接続サービスとして

FTTH形態のインターネット接続

サービスであるBフレッツサービス

が提供開始されてから約３年。

現在、集合住宅向け IP電話サー

ビスの準備が進められている。これ

は加入電話と同じ番号を持つサービ

スである。これまでインターネット

の利用環境を中心にブロードバンド

化を進め、最高100Mのインターネ

ット接続サービスを提供している

が、トータル（総合）サービスの提

供を開始するという点で大きな意味

があると考えている。

トータルサービスとは、いくつか

のサービスを光ファイバに重畳し、

統合した利用環境を提供することで、

光ファイバの高速広帯域性を活用し

たサービスモデルのことである。ユ

ーザーには割安感を、一方キャリア

側にはネットワークの効率的利用と

高いARPU（Average Revenue Per

User）をもたらす。

光ファイバと IP技術を使ったト

ータルサービスの代表格はイタリア

のFastWebが提供しているもので、
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しているサービスを光、IP技術によ

ってネット上で実現し、それらを統

合した総合的なサービスとして価値

を高めるというもので、何よりユー

ザーにわかりやすい。今後の豊かな

ネット社会の実現に向けて一つの中

心となる大きなポイントである。

サービス開発という観点から見た

IP技術の特徴は、なんと言っても

さまざまなアプリケーション、サー

ビスを共通の技術で比較的安価、容

易に実現できることである。

しかし、そのサービスが成功し、

普及して行くためには課題も多い。

実際に050の番号体系で提供されるIP

電話などに見られるように、かなり

廉価あるいは無料で提供されている

のが現状である。他にもいろいろな

新しい機能、サービスが出されてい

るがそれ単独では収益を増やすサー

ビスにはなかなかなり得ていない。

これにはいくつかの理由が考えら

れるが、一つは基本的にインターネ

ットには「無料の文化」があり、有

料で、しかもそれなりの金額になる

サービスがなかなかなじまないこと、

もう一つはそもそも新しいサービス

を普及させることの難しさ。通信の

サービスはユーザーの生活に深くか

かわるものであるため、新たな習慣

として新サービスを浸透させること

が必要だ。一般のユーザーにはネッ

トを使ったサービス、ネット特有の

新しいサービスはまだまだわかりに

くいようだ。まして有料だというこ

とになるとなおさらである。

反対に前述のようなネイティブサ

ービスがネット上で提供されるケー

スは、サービス内容は今までどおり

かそれ以上となる一方で料金はバン

ドル効果によりトータルで考えれば

割安となり、ユーザーにもメリット

が大きい。さらに電話の場合はメタ

ル線が、テレビの場合は同軸ケーブ

ルが不要になるなど、これまでにな

い新しいサービスの価値や内容を説

明して理解を得るよりも直感的で非

常にわかりやすい。

インターネットのヘビーユーザー

をはじめ、Bフレッツ利用は確実に

進んでいる。今後さらに普及させて

いくためにはこれまで以上に広いユ

ーザー層を開拓し、ユーザーが必要

とするサービスを提供していくこと

が必要になる。しかしそのための確

実な方策はなかなか無く、今後もさ

らなるチャレンジは続く。

大きな方向性としては、これまで

述べてきたように、①世の中に浸透

しているサービスを光、IPに置き

換えることで、より利用しやすい価

格、機能を実現、訴求できるサービ

スを目指していくこと。②一方で

IPならではの、まったく新しいア

プリケーション、サービスを開発し

て生活に浸透させていくことも重要

である。これは相当なアイデアとパ

ワーが必要である。

そしてこれら両方に言えることは、

IPの世界の進歩の速さ。これまでに

ない速さで新しい技術が生まれてい

るので、技術的、コスト的に不可能

であったものが近い将来現実的にな

ることも多い。これらの動向をよく

調査、研究しながら、常にチャンス

をねらい、粘り強く何度も繰り返し

モデル化、サービス化のチャレンジ

をしていくことが重要である。

私自身、10年前はマルチメディ

ア共同利用実験において、光＋

ATMをアクセスラインにしたVoD

（Video On Demand）実験を担当し

ていたが、当時は正直なところコス

トの高さに商用サービス化の希望が

なかなかもてなかった。しかし、現

在では IP技術によりフレッツサー

ビスが提供され、さまざまなアプリ

ケーションやサービスが実現されて

おり、そのVoDを実現する要素技

術も確実に進化し、７月からはぷら

らネットワークスが4thMEDIAの

サービスを提供開始した。これはネ

イティブサービス実現の１例であ

る。また、IPテレビ電話としてフ

レッツフォンの提供も予定されてお

り、利用しやすい端末を利用しやす

い価格で実現でき、光、IPならで

はの新しいサービスとして普及を図

っていく。

光の本格普及に向けた可能性の追

求、飽くなきチャレンジ。これがモ

チベーションの原点である。
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